
第２回みらいの県土研究会地域部会(西部) 

 

日時 令和８年１月29日（木）10時00分～ 

場所 袋井土木事務所 大会議室 

 

 

次  第 

 

１ 開 会 

 

 

２ 情報共有 

（１）これまでの経緯【資料１】（技術調査課） 

 

 

（２）二級河川敷地川堤防緊急復旧工事の概要【資料２】（袋井土木事務所） 

 

 

（３）事例報告【資料３】（一般社団法人 袋井建設業協会） 

   ～ 二級河川敷地川応急復旧工事への対応と課題 ～ 

 

 

 

３ 意見交換 

 

 

 

４ 今後の予定・閉会  













二級河川
敷地川堤防

緊急復旧工事の概要

令 和 ８年 １月 ２９日

静 岡 県 袋 井 土 木 事 務 所



工事箇所位置
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緊急復旧工事の概要
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緊急復旧工事 工事内容
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工事用道路の計画
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搬入された土砂を利用した工事用道路の整備状況

鋼矢板
打設箇所

意見交換に当たって

緊急時における土砂の早期確保

工事は、１ヶ月と短期間で完成

大型土のうや工事用道路に使用可能な土砂を早期に確保できたことが、

大きな要因のひとつ

具体には、河道掘削した川砂利の他、袋井建設業協会の協力により、

再生砕石を調達でき、約５千ｍ３の土砂を早期に確保

工事用道路

八十田橋
やとだばし



静 岡 県 袋 井 土 木 事 務 所

〒437-0042 静岡県袋井市山名町２の１

TEL：0538-42-3216 ／ FAX：0538-42-0919

e-mail：fukudo-kikakukensa@pref.shizuoka.lg.jp

静岡県袋井土木事務所【公式】Instagram

静岡県袋井土木事務所ホームページ



二級河川敷地川
応急復旧工事への対応と課題

一般社団法人袋井建設業協会



応援要請に対応するまでの経緯

令和５年６月２日(金)
09：00頃
袋井土木事務所長から協会長あて来電 ⇒ 大雨に対する応急対応への事前要請

令和５年６月５日(月)
09：30頃
袋井土木事務所長から協会長あて来電 ⇒ 敷地川決壊。袋井建協への応援要請

10：15～10：30
袋井土木事務所にて概要聴取（会長、担当副会長、環境・災害対策委員長ほか）

11：00～11：45
現地確認及び出動要請業者と打合せ（会長、担当副会長、環境・災害対策委員長ほか）

12：00～16：00
袋井建協にて応援体制を検討（会長、担当副会長、環境・災害対策委員長ほか）



施 工
検討図



応援体制と応急復旧工事

出動要請を受けた業者が実施

【決壊箇所の応急仮工事】

大型土のう設置、２重鋼矢板設置、布製
型枠工

袋井建協の会員が応援

【工事用道路整備】

仮設道路盛土、敷鉄板荷卸・設置

【護床ブロック運搬】

浜松河川国道事務所保管の護床ブロック
を菊川から運搬（５４個）

【使用材料調達】

再生砕石、大型土のう、燃料、ブルー
シート

磐田地区の会員では手が回らないため、
袋井・掛川地区の会員を動員



施工状況



出役実績

工事用道路整備

令和5年6月6日(火) 8:00～24:00 ２社 ９人
令和5年6月7日(水) 8:00～18:00 ３社 ９人

令和5年6月8日(木) 8:00～18:00 ３社 １０人
18:00～22:00 ２社 ８人

令和5年6月9日(金) 8:00～20:00 ３社 １０人

計 ８社(実数) 延べ４６人

護床ブロック運搬
令和5年6月19日(月) 8:00～17:00 ２社 ６人
令和5年6月20日(火) 8:00～17:00 ２社 ５人

計 ２社(実数) 延べ１１人

使用材料調達
令和5年6月6日(火)～令和5年6月20日(火) ４社

計 ４社(実数)

応急仮工事
令和5年6月３日(土)～令和5年７月11日(火) 

8:00～17:30 １社(実数) 延べ２２８人

区 分 出役期間 出役会員 従事者数

実１２社、延べ２８５人（応援：実１１社、延べ５７人）
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みらいの県土研究会（西部地域部会） 

議 事 要 旨 

  

日 時 ： 令和 8 年 1 月 29 日(木) 10:00～11:30  

場 所 ： 袋井土木事務所 3 階大会議室 

出席者 ： 別紙出席者名簿のとおり  

  

議事次第に基づき技術調査課から説明を行った。 

発言者からの主な意見は以下の通り。  

【情報共有について】  

1.建設発生土の適正処理に向けたこれまでの経緯【資料 1】（技術調査課） 

 (意見等無し) 

2.二級河川敷地川堤防緊急復旧工事の概要【資料 2】（袋井土木事務所） 

 (意見等無し) 

3.二級河川敷地川 応急復旧工事への対応と課題【資料 3】（袋井建設業協会） 

 (意見等無し) 

 

【意見交換】 

 

（質問 1：静岡県技術調査課) 

・大量の復旧資材を短期間で調達したことなど、詳しく知りたい。 

 

（回答 1：静岡県建設業協会) 

・仮設道路の施工にあたり、河道掘削中の残土が使えないか打診があったが、降雨

が続く状況下で土砂は利用できないということになった。そのため、協会内の舗

装業者へ打診し、西は天竜川、中は袋井、東は掛川と、複数の業者で合わせて必

要量の再生砕石を提供できることを確認し、袋井土木の了承を得たうえで作業を

進めた。当初は 24 時間体制で計画していたが、初日の夜間作業終了後に地元か

ら騒音に関する苦情があった。また再生砕石プラントについても地元対応の都合

で出荷ができないことから、24 時間作業は難しいと判断し、協議により対応を修

正した。最終的な復旧工法の検討に時間を要したため、建設業協会としては仮設

道路のみでの対応となった。人員確保については、1～2 社が 1 週間連続で作業す
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ることは難しいことから、自社社員が多く在籍している業者を中心に体制を編成

した。 

 

（質問 2：静岡県技術調査課) 

・現場では 24 時間体制で対応したいと考えていた中、地元住民の苦情やプラント

の出荷制限の情報が入ってきましたが、実際どのような検討がされたのか。 

 

（回答 2：袋井土木事務所) 

・当時の詳細は把握していない。 

 

（質問 3：静岡県技術調査課) 

・舗装業者は通常、このような資材調達を行っていないと思われるが、今回、舗装

業者はどのような対応を行ったのか。 

 

（回答 3：静岡県建設業協会) 

・舗装業者間には日頃から連絡体制があり、保有資材についても共有がされている

はず。１社では対応できない場合のための常に情報を把握しておくことが重要で

ある。 

・今回は、1 日当たり 800ｍ3 の運搬が必要であり、ダンプが 1 日当たり 160 台程度

要した。１社では対応が困難であったため、協会として複数社で対応したが、後

の災害発生時においても同様の体制を確保できるかが課題である。 

・復旧工事においては、まず大型土のうが必要となるが、中に詰める土砂をどう緊

急的に運搬するのかが課題になる。予め準備しておく必要があると考えられる。 

 

（質問 4：森町) 

・仮設道路の地権者や夜間工事やダンプの通行について町内会との打合せ等はどの

ような形で行われたのか。答えられる範囲で教えてほしい。 

 

（回答 4-1：袋井土木事務所) 

・当時の詳細は把握していない。 

（回答 4-2：静岡県建設業協会) 
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・大型重機のスケジュールから、当初は 24 時間体制での要請があった。しかし、

途中で苦情等寄せられたため、編成を変更し、何とか対応することができた。 

・現場は大通りから１本入った場所に位置し、道路幅員も狭い条件だったが、地元

住民の協力を得ることで対応が可能になった。場所によって条件が異なるため、

それぞれの状況に応じた対応を検討する必要があると考えられる。 

 

（意見：袋井土木事務所) 

・昨年、磐田市福田にストックヤードを開設。1 万ｍ3 程度ストック可能。緊急用

に１千～２千ｍ3 を確保している。 

 

（意見：砕石業協同組合) 

・本日説明があった敷地川緊急復旧工事においては、袋井建設業協会の皆様が非常

に臨機応変で迅速な対応をされたことで、うまくできたという印象を受けた。 

・砕石業協同組合の関係事業者も、再生砕石や新材砕石等を緊急時に提供すること

など、できることは積極的に貢献したいと考えている。 

 

（質問 5：砕石業協同組合) 

・例えば、土木事務所が、管内の災害発生想定区域などに公的なストックヤードを

複数個所設置し、そこに、あらかじめ、砕石や土、工事用資材などをストックし

ておけば、万が一の場合、より迅速に対応できるのではないか。 

・砕石業協同組合は、ストック用の砕石などの提供に協力できると考えている。 

 

（回答 5：袋井土木事務所) 

・福田に１箇所あるが、もう１箇所くらい候補を考えている。 

 

（質問 6：静岡県技術調査課) 

・建設業協会で資材の運搬が課題とされたが、砕石業協同組合でも災害に応じ大量

の要請を受けたことがあったと思うが、実際に運搬の面ではどうか。 

 

（回答 6：SK マテリアル) 

・堤防決壊は経験していないが、牧之原ＳＡのり面滑落の際に要請があり、トラッ

クを 30 台ほど確保したことがある。（結果、複数回の運用にはならなかった。） 
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・ただし近年は、ドライバーの高齢化や改正トラック法などの影響で、年 10％ずつ

ダンプが減っていくと言われている中、今回の事例で、袋井建設業協会が 160 台

を集めたということは凄いことで、素晴らしいこと。 

 

（質問 7：SK マテリアル) 

・今回の敷地川緊急復旧工事は袋井土木事務所からの局地的なケースであったが、

仮に、他の管内でも同時多発的に案件が発生した場合の優先順位が難しくなるの

で、その判断をどう相談するか明確にしてほしい。 

 

（回答 7-1：袋井土木事務所) 

・優先順位は、その時の状況によることになる。広域で発生した場合は、県の危機

管理部に情報が集まり、司令塔になり各地域へ指示が出る形になって状況ごとに

対応することになると考えられる。 

 

（意見：静岡県建設業協会) 

・袋井土木や市町と、協会員は協定を結んでいる。協会としてもどこを優先するか

は問題になっている。基本的に業者名簿を提出しおり、その中から個別に業者へ

要請しているのが実情。それぞれ動くため砕石業者へは各所から問い合わせが殺

到する。継続的な課題として流れを作ってほしいと依頼している。（契約の仕方

と資材の流れは違う）実情とあっていない。 

 

（意見：静岡県建設業協会) 

・企業により規模や体制が異なる。袋井の場合は突出して大きな企業がないため基

本的には１社での対応は厳しい。これまでも継続的に土木事務所と意見交換して

いることからも、今回の協会として依頼を受けて動くことになったのではない

か。豚熱の際も同じ問題があり反省が生かされたと思われる。近隣の重機業者に

対してもあらかじめ協力の打診を行っていた。南海トラフ自身など有事の際の道

路啓開の路線割り振りは既に行っており、情報を土木事務所へ報告することにな

っている。 

 

（意見：浜松土木） 
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・大規模災害の際はまず道路啓開を行うことになる。何を優先するかは問題として

議論されている。今後、災害時を想定した連携訓練を実施予定で、そこで課題の

抽出を行い、協定の見直し等必要なことがあれば検討していきたい。 

 

（意見：技術調査課） 

・災害復旧工事の優先順位については、多数の復旧工事を発注した静岡市の清水地

区（興津川）の災害対応が参考となると思う。発注までの流れを再考してみても

良いのではないか。県で資材の保有情報を把握しておくことも有用だと思う。 

 

（意見：松下組） 

・弊社の残土処分場では何十万ｍ3 も対応できるため、有事の際は協力が可能。 

 

（意見：静岡県建設業協会） 

・機材のレンタル業者については事前準備がされていたはずだが、実際はレンタル

協会へ連絡する対応となり、現場の担当者の動きが決まっていなかったことがあ

った。現場の権限を強めないと迅速な対応は難しいため検討してほしい。 

 

（質問 8：静岡県技術調査課) 

・豚熱の前にも災害があったと思うがその頃はどうだったのか。 

 

（回答 8-1：静岡県建設業協会） 

・袋井管内では今回のような広域対応は経験がない。以前は組織がなく組合で動い

ており、災害の予報があると支所に集合し市町や協会からの要請に備えていた。

最近は業者集も減り対応が難しくなっている。 

 

（意見：(有)アダプト） 

・石川県での 2022 年豪雨で鍋谷川が決壊した際、再生材を利用して発生から 10 日

で復旧した。改良土を 3000 ㎥利用した大規模なものであった。2025 年 6 月の渋

川災害のあと、消防局と何度も訓練をし、その結果必要な資材の洗い出しができ

ている。日々の準備・訓練を行っておくべきと感じる。 

 

（質問 9：松下組) 
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・袋井土木で考えているストックヤードの将来的な考え方はどんな感じか。官庁で

ストックヤードを用意するなら民間は必要なくなるが、どんな取組があるのか。 

 

（回答 9-1：袋井土木事務所） 

・現段階では、設置箇所数の目標はない。 

 

（回答 9-2：技術調査課） 

・目標は設定していないが、ストックヤードが必要なことに変わりはない。県のみ

では難しいので、民間事業者と連携していきたい。 

 

（意見：砕石業協同組合） 

・砕石業協同組合の関連事業者は、工事施工業者に砕石等を納入しているが、県や

市町との直接の契約関係がないせいか、これまで当組合は、県などとの災害協定

は締結していない。しかし、緊急の道路啓開のために必要な砕石等の提供など、

当組合として貢献できることは多くあることから、行政には当組合との災害協定

を前向きに検討して欲しい。 

・なお、砕石場は、広大な採石場を有し、敷地内には巨大な重機やダンプもある。

通常は採石場内専用のため、ナンバーがないが、災害時には道路啓開に有効利用

できるかもしれないため、その点も含めて災害協定を検討して欲しい。 

 

 


